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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
く
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
町
民
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
ご

厚
情
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
感

謝
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
町
勢
発
展
の
た
め
に
、

新
た
な
決
意
と
情
熱
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
世
界
情
勢
は
ア
フ

リ
カ
諸
国
な
ど
、
人
口
増
加
問
題
で

食
糧
調
達
コ
ス
ト
の
増
加
や
貧
困
格

差
の
拡
大
が
大
き
な
社
会
問
題
で
あ

り
、
国
際
人
権
問
題
に
ま
で
発
展
し

て
い
ま
す
。
更
に
は
国
際
テ
ロ
組
織

に
よ
る
犯
罪
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る

海
水
温
の
上
昇
に
よ
る
台
風
の
大
型

化
問
題
、
そ
し
て
地
震
災
害
も
今
後

心
配
さ
れ
る
課
題
で
す
。

　

一
方
、
日
本
国
内
の
情
勢
で
は
、

東
京
や
そ
の
周
辺
都
市
部
に
人
口
が

集
中
し
、
そ
の
反
対
の
構
図
が
地
方

で
あ
り
、
人
口
減
少
に
よ
る
少
子
高

齢
化
が
益
々
深
刻
化
し
始
め
て
い
ま

す
。
地
方
と
都
市
東
京
の
格
差
社
会

問
題
と
な
り
地
方
経
済
や
地
方
自
治

財
政
の
危
機
的
時
代
に
入
っ
て
来
ま

し
た
。
都
市
移
住
者
の
農
村
回
帰
志

向
の
醸
成
な
ど
、
国
の
地
方
創
生
プ

ラ
ン
に
大
き
な
期
待
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
の
国
の
財
政
状
況

を
考
え
ま
す
と
心
配
で
す
。

　

そ
う
し
た
時
代
に
平
成
二
十
九
年

を
迎
え
、
我
が
上
板
町
で
も
、
人
口

減
少
が
現
実
の
も
の
と
な
り
我
が
上

板
の
人
口
が
二
〇
四
〇
年
に
八
、

九
九
四
人
と
な
り
、
今
と
比
べ
て

七
五
％
程
度
に
ま
で
減
少
す
る
と
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

か
ら
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
為

に
昨
年
度
、
上
板
町
の
人
口
の
現
状

と
将
来
の
姿
を
示
す
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
今
後
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
二
〇
四
〇
年
に
は
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
一
〇
、〇
〇
〇
人
以

上
の
人
口
を
保
つ
べ
く
、
今
年
三
月

末
ま
で
に
策
定
す
る
上
板
町
総
合
計

画
の
中
で
も
、「
合
計
特
殊
出
生
率

ア
ッ
プ
」
や
「
転
入
者
人
口
の
増
加
」

な
ど
具
体
的
戦
略
も
計
画
実
施
し
、

努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
為
に
は
「
自
分
達
の
町
は
、

自
分
達
で
守
り
育
て
る
」
と
言
う
、

安
全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
安

心
安
全
な
町
に
人
は
集
ま
り
ま
す
。

そ
の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た

め
、
町
民
皆
様
方
の
意
識
改
革
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
特
に
自
主
防
災
組
織
の
未
結
成
地

域
解
消
や
地
域
支
部
で
の
自
主
防
災

訓
練
の
実
施
な
ど
相
互
扶
助
精
神
の

高
揚
に
ご
支
援
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
事
業
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
皆
様
方
の
ご
協
力
ご
参
加
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

更
に
地
域
代
表
者
で
あ
る
、
支
部

長
会
議
や
自
主
防
災
組
織
会
長
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
皆
様
方
の
身
近
な
ゴ
ミ
処
理
問

題
や
地
域
美
化
活
動
な
ど
、
地
域
的

問
題
解
決
に
も
積
極
的
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
投
書
箱
の
制
度
も
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
の
町
政
に
対
す
る
建

上
板
町
長　

七
　
條
　
　
　
明
　

新
年
の
ご
挨
拶

設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

相
互
扶
助
に
よ
る
住
民
自
治
体
制
に

も
、
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ

れ
ら
が
少
な
い
財
源
を
効
率
良
く
使

う
予
算
対
策
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、「
観
光
の
町
づ
く
り
」「
地
場

産
業
育
成
事
業
」「
子
育
て
支
援
事

業
」「
人
権
の
町
づ
く
り
」そ
し
て「
教

育
施
設
の
充
実
」
と
し
て
中
学
校
に

引
き
続
き
町
内
四
小
学
校
へ
も
同
時

期
に
空
調
設
備
導
入
な
ど
、
こ
れ
ら

施
策
の
充
実
強
化
を
今
後
も
推
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
兼
ね
て
よ
り
進
め
て
い
ま
し

た
、町
営
住
宅
再
生
五
カ
年
計
画
で
、

町
営
東
原
住
宅
の
跡
地
に
企
業
誘
致

が
整
い
ま
し
た
。
今
後
も
自
主
財
源

確
保
対
策
と
し
て
企
業
誘
致
活
動
に

も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
今
年
は
昨
年
創
設
し
た
、

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
を
活

用
し
、
若
者
定
住
事
業
も
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
教
育
文
化
事
業
・
各
種

イ
ベ
ン
ト
事
業
等
も
見
直
し
、
更
に

地
方
創
生
事
業
の
具
体
的
施
策
と
し

て
、
何
度
も
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
技
の
館
を
拠
点
と

し
た
、
熱
中
小
学
校
「
大
人
の
社
会

塾
」
の
企
画
運
営
も
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
熱
中
小
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
七

市
町
村
と
結
び
、
国
（
内
閣
府
）
か

ら
中
四
国
で
只
一
つ
上
板
町
が
指
定

を
受
け
五
年
間
で
一
億
五
千
万
円
余

の
予
算
で
始
め
る
事
業
で
あ
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
到
来
に

向
け
た
、新
し
い
形
で
の
地
方
創
生
・

町
お
こ
し
事
業
で
す
。

　

熱
中
小
学
校
と
は
「
も
う
一
度
七

歳
の
目
で
世
界
を
・
・
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
著
名
な
講
師
陣
を
そ
ろ

え
て
、
全
国
七
カ
所
の
熱
中
小
学
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、
第
一
線

で
活
躍
す
る
大
学
研
究
者
・
企
業
経

営
者
を
講
師
に
招
き
、
起
業
・
創
業
・

観
光
開
発
・
地
場
産
業
の
振
興
な
ど

多
岐
に
渡
る
人
材
育
成
に
貢
献
す
る

学
び
の
場
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
だ
け
で
な
く
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
全
国
か
ら

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
次
回
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
二
月
四
日
に
開
催

し
、
い
よ
い
よ
四
月
八
日
が
開
校
日

で
す
。
そ
の
後
六
ヶ
月
を
ワ
ン
ク
ー

ル
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
五
年
間
に

亘
り
、
熱
中
小
学
校
の
企
画
運
営
を

す
る
事
業
で
す
。
そ
の
間
に
、
藍
染

め
や
藍
の
生
産
量
日
本
一
の
町
上
板

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
・
藍
と
阿

波
踊
り
と
四
国
霊
場
八
十
八
カ
所
の

お
も
て
な
し
の
文
化
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
致
し
ま
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が

藍
色
と
決
ま
り
ま
し
た
こ
と
も
起
爆

剤
と
し
て
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
徳
島
県
や
徳

島
県
経
済
同
友
会
・
徳
島
経
済
研
究

所
・
四
国
大
学
等
県
内
企
業
家
等
と

も
連
携
し
て
上
板
の
町
お
こ
し
に
つ

な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
是
非
皆
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
上
板
熱
中
小
学
校
」
を
検
索

し
て
見
て
下
さ
い
。
上
板
町
の
ホ
ー

ま
ち
に
藍
・
ひ
と
に
愛
・

　
助
け
合
い
の
ま
ち
上
板
を
め
ざ
し
て
。
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
上
板
町
文
化
祭

で
、
身
近
に
起
き
て
い
る
詐
欺
被
害
防
止
を
目
的
に
、
上
板
町
消

費
者
協
会
と
、消
費
生
活
相
談
窓
口
に
よ
る
寸
劇
を
行
い
ま
し
た
。

　

警
察
官
等
を
装
っ
た
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
「
口
座
か
ら
現
金
が
引

き
出
さ
れ
る
被
害
が
起
き
て
い
る
の
で
金
融
機
関
か
ら
現
金
を
全

て
引
き
出
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
電
話
で
指
示
さ
れ
二
千
万
円
を

だ
ま
し
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
手
口
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

鳴
門
市
で
開
催
さ
れ
た
徳
島
県
消
費
者
協
会
主
催
の
「
北
部
地

区
消
費
者
の
つ
ど
い
」
で
も
、
こ
の
劇
を
行
い
ま
し
た
。

　　

今
後
も
消
費
者
被

害
防
止
の
た
め
、
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

少
し
で
も
不
審
に

感
じ
た
電
話
や
訪
問

が
あ
れ
ば
、
左
記
窓

口
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
　
TEL六
九
四

−

六
八
一
六 

相
談
受
付
　
平
日
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　（
土･

日･

祝･

年
末
年
始
を
除
く
）

詐
欺
被
害
の
注
意
喚
起

上 板 町 消 費 生 活 相 談 窓 口 からのお知らせ

上
板
町
議
会
議
長　

松
　
田
　
卓
　
男
　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
動
画
も
見
ら
れ
ま

す
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
時
代
を
反
映
し

て
上
板
町
の
町
お
こ
し
に
努
力
中
で

す
。

　

上
板
町
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、

阿
波
和
三
盆
糖
の
技
術
伝
承
な
ど
歴

史
や
文
化
・
教
育
を
大
切
に
し
た
町

づ
く
り
に
考
慮
し
て
、
バ
ブ
ル
経
済

時
代
に
建
て
た
既
存
建
築
物
の
維
持

補
修
や
再
建
保
全
、
国
の
施
策
に
よ

る
福
祉
関
連
経
費
の
増
加
へ
の
対
応

対
策
、
少
数
精
鋭
を
意
識
し
た
農
業

振
興
対
策
、
農
商
工
連
携
の
町
づ
く

り
等
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
す

が
、
山
積
し
た
諸
課
題
に
も
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
三
月
末
に
は
出
来
上
が

る
、
二
十
年
先
ま
で
見
据
え
た
上
板

町
総
合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
に
藍
・
ひ
と
に
愛
・
助
け

合
い
の
ま
ち
上
板
」

　
「
藍
、
愛
、
合
い
」「
あ
い
、
あ
い
、

あ
い
」
と
親
し
ま
れ
る
町
づ
く
り
を

心
掛
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
政
に
対
し
て
町
民
皆

様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
の

程
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
に

は
充
分
ご
留
意
さ
れ
、
今
年
一
年
が

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
ま
た
上
板

町
に
と
っ
て
も
良
き
年
と
な
り
ま
す

様
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
町
行
政
並
び
に
議
会
活

動
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り

ま
す
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
の
よ
う
な
時
に
当
た

り
、
本
町
に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政

需
要
は
そ
の
量
・
質
と
も
ま
す
ま
す

複
雑
多
様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化

と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
、
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た

自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で

き
る
よ
う
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
板
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
、
本

町
に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来
の

展
望
を
提
示
す
る
「
上
板
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
ま
た
、
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
今
後
五
か
年
の
目
標

や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
た
「
上
板
町
総
合
戦

略
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
地
方
創

生
と
人
口
減
少
の
克
服
、
少
子
高
齢

化
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越

え
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
を
見
据
え

た
情
報
分
析
に
力
点
を
置
き
、
町
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
町
民
参
画
の
町
政
運
営
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に

創
意
工
夫
を
重
ね
、
町
民
皆
様
方
の

ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本

年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参

し
、
上
板
町
内
取
扱
金
融
機
関
窓

口
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
TEL　六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

　

一
月
は
町
県
民
税
（
四
期
）
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
六
期
）
及
び
国
民
健
康
保
険

税
（
七
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　

納
付
期
限
は
一
月
三
十
一
日
（
火
曜
日
）

で
す
。

　

納
付
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
一
月
三
十
一
日
に
引

き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、世
帯
状
況
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受
診
期
限
は
、
平
成
二
十
九

年
一
月
三
十
一
日
で
す
。
み
な
さ
ん
受
け
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。

　

健
診
結
果
に
よ
り
、
あ
な
た
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
の
受
診
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と

も
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
昭
和
十
七

年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
生
ま

れ
の
方

（
四
月
二
日
以
降
に
国
保
に
加
入
さ
れ
た
方
で
特
定
健
康
診
査

の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※
自
己
負
担
額
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
平
成
二
十
八
年
七
月
に
受
診
券
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
が
、
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
再
発
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場
　

税
務
課
　

TEL 

 

六
九
四

−

六
八
〇
七

対
象
者

上板町国民健康保険加入者の方へ
平成28年度特定健康診査の
受診期限迫る！

　

馬
道
会
館
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
生
活

に
密
接
し
た
各
種
保
険
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る

か
た
、
老
後
の
生
活
設
計
に
悩
ん

で
い
る
か
た
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
年
　
　
　
金

・
健
康
保
険

・
失
業
保
険

・
労
災
保
険

・
交
通
事
故

・
生
命
保
険

・
住
宅
ロ
ー
ン

■
日
時

　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日
　
火
曜
日

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
場
所

　
馬
道
会
館　
TEL 六
九
四

－

四
八
六
八

　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八

－

二

　

相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
保
険
相
談

■
日
時

　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日　
水
曜
日

　
十
三
時
三
十
分
か
ら

■
場
所

　
馬
道
会
館　
ＴＥＬ
六
九
四

−

四
八
六
八

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
一
月
十
九
日　
木
曜
日

　
午
後
五
時
ま
で

■
材
料
代

　
二
、〇
〇
〇
円

テ
ー
ブ
ル
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
を
飾
る

　
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
は
い
か
が
で
す
か
？

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や

要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
行
政

機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

一
月
十
八
日
（
水
）

■
開
設
時
間　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー	

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
本
人
の
判
断
能
力
が
不

十
分
な
場
合
に
、
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、
支
え
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　

二
月
七
日
（
火
）　
午
後
一
時
〜
三
時

　
※
偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
場
　
所

　

上
板
町
中
央
公
民
館
（
上
板
町
役
場
二
階
）

　
第
一
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
徳
島
県
支
部
徳
島
県
行
政
書
士
会
内

　
　
TEL 〇
八
八

−

六
七
九

−

四
四
四
〇

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

寄
せ
植
え
教
室
の
募
集

開
設
予
定
日

一
日
行
政
相
談
所
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申告納税相談（所得税・住民税・国保税等）のご案内 
　所得税の確定申告等の申告納税相談を次の要領で実施しますの
で、申告しなければならない方のうち相談を希望される方は、指
定された相談日にお越しください。相談日は大変混雑するため、
地区で相談日を設定しています。指定された相談日及び時間にお
越しいただきますよう、ご協力をよろしくお願いいたします。

●期間　平成29年２月16日（木）〜３月15日（水）
　　　　までの月曜日から金曜日
●時間　午前９時〜午後４時
●場所　上板町農村環境改善センター　農事研修室

確
定
申
告
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

1　平成29年１月１日現在、上板
町に住所がある方で、前年中
（平成28年１月１日〜平成28
年12月31日）に所得のあっ
た方

2　給与所得者で次に該当する方
　①　給与所得以外に営業、農業、

不動産、年金等の所得が
あった方

　②　２ケ所以上から給与の支払
いを受けている方

　③　前年中に退職した人や一定
の所に勤務していない方

3　上板町国民健康保険加入者
　　（前年中に所得がない場合でも
申告が必要です。）

4　住宅借入金等特別控除、医療
費控除、寄附金控除等を受け
ようとする方

1　印鑑
2　収支計算に必要な書類、帳簿、記録簿、領収書
3　給与所得者、年金受給者については源泉徴収票（原本）
4　生命保険料、地震保険料等の支払証明書、社会保険料領収書、
国民年金保険料控除証明書

　　※　国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料及び
国民年金保険料納付済額等（平成28年中納付分）は所得よ
り控除できますが、未納分は控除対象になりません。

5　医療費控除を受けられる方は「支払った医療費の領収書」と「保
険などで補てんされる金額の明細書」

6　還付申告の場合は、本人名義の口座番号（銀行名・支店名・預
金種類・番号）

7　本人確認書類
　●マイナンバーカード（個人番号カード）
　●マイナンバーカードをお持ちでない方は

8　控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などのマイナンバー
（個人番号）

 　※　控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確認書
類は不要です

番号確認書類
マイナンバーを確認できる
書類
⃝通知カード
⃝住民票の写し又は住民票
記載事項証明書
などのうちいずれか１つ

身元確認書類
記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類
⃝運転免許証　⃝公的医療保険の被保険者証
⃝パスポート　⃝身体障害者手帳
⃝在留カード
などのうちいずれか１つ

申

告

納

税

相

談

に

必

要

な

も

の

※　相談日は大変混雑しますので、医療費
の領収書や収支内訳書は必ず計算した
ものをご持参ください。計算ができて
いなければ、会場にてご自分で計算し
ていただきます。

＋

月日 曜日 支部名等
2月16日 木 全地区　年金のみの方

2月17日 金 北高瀬　古町　瀬部　元原　仁界
中須賀　鍛冶屋原南団地

2月20日 月 柚木全支部　栗木全支部　天王
石橋ノ上

2月21日 火 引野全支部

2月22日 水 鍛冶屋原全域　泉谷全域　川原田団地
山田南

2月23日 木 大東　原東　原西１、２、３

2月24日 金
神宮寺１、２　大山町　大山畑
フルーツタウン　殿宮　小柿１
小柿北

2月27日 月 中北　大南１、２、３　小柿団地
神宅団地　神宅　西金屋 学園橋

2月28日 火 川西１、２　川東１、２　滝ノ宮
池田・青木・西分・横関・八坂各団地

月日 曜日 支部名等

3月 1日 水 日吉　小路　古北村　地家　西高原
中筋　中筋第２　辻　大北村

3月 2日 木 椎本全支部　神明　東光　馬道
馬道南　東光団地  君ノ木

3月 3日 金 南瀬部　北瀬部　鳥屋　樫山
瀬部サンタウン

3月 6日 月 西井内北　西井内南　中井内　東井内
東井内２　古田南

3月 7日 火 古田北　新田全支部　高磯

3月 8日 水 上六条　下六條全支部　高磯東
高磯南西

3月 9日 木 佐藤塚全支部　第十新田　第十団地

3月10日 金
全地区
特別な事由により上記期間中に申告で
きなかった方

3月13日 月 〃
3月14日 火 〃
3月15日 水 〃

確定申告地区割日程表
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◇ご自宅のパソコンで申告書等の作成ができます！
　パソコンをお持ちの方は国税庁ホームページにアクセスしてください。

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税及び復興特別所得税、
贈与税、消費税及び地方消費税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。

申告書の作成は便利な 国税庁ホームページのe-Tax

書面提出！

データ送信！

又は

電子証明書 ICカードリーダライタ

と があれば
おうちで作成
ネットで申告 国税電子申告・納税システム 詳しくは で国税庁 検　索

「確定申告書等作成コーナー」で！！

ww
w. nta. go. jp国税庁ホームページの

⃝国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp　⃝e-Taxホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp

　
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
　平成25年分から平成49年分までの各年分については、所得税と復興特別所得税を併せて申告・納付することと
されています。確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税」欄の記載漏れのないようご注意ください。
　◇消費税の申告について
　消費税（地方消費税を含む）の税率については、平成26年 4月 1日から 8％に引き上げられました。
　なお、税率引上げに伴う経過措置により、平成26年 4月 1日以後に行われた取引であっても、旧税率（５％）
が適用される場合があります。
　◇贈与税の申告と納税をお忘れなく！
　平成28年 1月 1日から平成28年12月31日の 1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、
贈与税の申告と納税が必要となります。
　なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度、②住宅取得当資金の非課税制度、③配偶者控
除の特例等の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必要となりますのでご注意ください。

◇平成28年分の確定申告期限
　及び納期限等

税　目 申告期限及び納期限等
所 得 税 及 び
復興特別所得税 平成29年 3月15日（水）

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税 平成29年 3月31日（金）

贈 与 税 平成29年 3月15日（水）

◇鳴門税務署の確定申告会場の開設期間等
開　設　期　間 受付時間 相談開始 提出書類

受付時間
平成29年２月16日（木）〜
平成29年３月15日（水）

8：30〜
16：00 9：00〜 8：30〜

17：00
※申告の相談を希望される方は、２月16日（木）以降にお越しください。
※土・日曜日及び祝日は鳴門税務署での相談及び受付は行っていません。
　（郵送または鳴門税務署時間外収受箱への投かんにより申告書等を提
出することはできます。）

◇振替納税をご利用の方の振替納付日
税　　　　　目 振　　替　　日

所得税及び復興特別所得税 平成29年 4月20日（木）
消費税及び地方消費税 平成29年 4月25日（火）

※あらかじめ指定された預貯金口座
　の残高のご確認をお願いします。

作成コーナーの操作などに関する
お問い合わせ

パソコンはあまり得意じゃ
ないんだよね。
自宅で申告書を作成中に、
操作方法が分からない場合
はどうしよう？

大丈夫 !! 作成コーナーの操作に
関するご質問は
お電話で問い合わせること
ができます。

● e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
作成コーナーの操作方法などに関するご質問
月曜日～金曜日　9：00～17：00（祝日等及び12月29日～1月3日を除きます。）
受付時間は、時期により延長する場合があります。お問い合わせに当たっては、最新の情報を
e-Tax ホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合などは、03－5638－5171をご利用ください（通常の
通話料金となります。）。
間違い電話が多くなっておりますので、くれぐれもお間違えないようご注意願います。

（全国一律市内通話料金）
0570－01－5901

ｅ － コ ク ゼ イ

マイナンバーカードの取得やＩＣカードリーダライタの設定など
マイナンバーに関するご質問
月曜日～金曜日　9：30～20：00

受付時間は、変更される場合がありますので、内閣官房のホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合などは、050－3818－1250をご利用ください（通常
の通話料金となります。）。

● マイナンバー総合フリーダイヤル 0120－95－0178
マイナンバー

土日祝日　　　　9：30～17：30（年末年始を除きます。）
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申告書や申請書等には

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
マイナンバーの記載が必要です！！マイナンバーの記載が必要です！！マイナンバーの記載が必要です！！

申告手続などには

が必要です

国税に関する
マイナンバー制度の
最新情報

国税庁ホームページトップページ上段

http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm
をクリック社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉

申告書等にマイナンバーの記載が必要になります。

お知らせお知らせ

○　所得税及び贈与税の確定申告書につきましては平成28年分以降の申告書から、消費税の確定申告書につきまし
ては平成28年１月１日以降に開始する課税期間に係る申告書から、マイナンバーの記載と本人確認書類（例１：
マイナンバーカード、例２：通知カードと運転免許証など）の提示又は写しの添付が必要となりますのでご注意く
ださい。
　　また、郵送等による提出の際には本人確認書類の写しの添付をお願いします。

○　マイナンバーカードで e-Tax が利用できます。
　※　e-Tax のご利用に当たっては、事前に開始届出書の提出、マイナンバーカード又は住民基本台帳カード、ＩＣカー

ドリーダライタの購入などの事前準備が必要です。詳しくは、e-Tax ホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）
をご覧ください。

本
人
確
認
書
類 番号確認書類

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　　などのうちいずれか１つ

身元確認書類
《記載したマイナンバーの持ち主であることを
　確認できる書類》
●運転免許証　　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　　●身体障害者手帳
●在留カード 　などのうちいずれか１つ

◆ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅等から e-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。

マイナンバーの記載

本人確認書類の
提示又は写しの添付

マイナンバーの記載

マイナンバーの記載にご注意ください！

本人確認書類の
提示又は写しの添付
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子育ていちょう会

相談窓口 連絡先 受付時間（月～金）

開催について（ご案内）
の

参加費
無料

毎月第4土曜日（19時～21時）

３月以降も第4土曜日で開催しています。

相談支援センター「あい」
（ＩＴセンター内） 637－6006 9：00～17：00

694－6814 8：30～17：00上板町教育委員会

1月28日（土）（19時～21時）
2月25日（土）（19時～21時）
3月25日（土）（19時～21時）

平成29年

上板町子ども・若者相談支援センター「あい」からのお知らせです。上板町子ども・若者相談支援センター「あい」からのお知らせです。上板町子ども・若者相談支援センター「あい」からのお知らせです。

子ども・若者（幼・小・中学生・中学卒業後～30歳ぐらいまで）が
　◎学校に行きづらい
　◎人間関係が苦手で思いが伝えられないなどで悩んでいる方、
　　『あい』に話しに来ませんか。ご相談を受け付けています。

活動
場所

日時

（土・日・祝日は休み）（相談無料）

　子育ていちょう会は不登校や引きこもり等、子育て
の悩みを抱える家族のための会です。
　保護者、支援者、カウンセラー、アドバイザーが集
い、いろいろな人の話を聞きます。自分の思いを話す
ことで、見えなかったことがわかるようになり、保護
者の気持ちが楽になり、子どもへの接し方が変わりま
す。そうして、何かが変わります。気軽に参加してみ
ませんか。

相談してみたいけど、相談支援センター『あい』まで
行くのは難しいという場合は、状況に応じて訪問支援
を受けることができます。

さまざまな理由で学校に通学することが困難になっている児童生徒の居場所づくりを行っています。
子どもの気持ちを大切にしながら、無理せずに毎日が過ごせるよう理解・相談・支援・指導を
行っています。対象児童生徒について、『あい』では、支援カリキュラムを作成し、活動します。

ずっと学校を休んでいる。

『あい』では、 ユースアドバイザー（若者の自立を支援
する専門的な相談員）による訪問支援

上板町子ども・若者相談支援センター「あい」
ＩＴセンター２階

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』をご活用ください。

　
上
板
町
学
校
食
育
推
進
委
員
会
で

は
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
給

食
で
食
べ
た
い
、
給
食
で
み
ん
な
に

食
べ
て
欲
し
い
献
立
を
募
集
し
ま
し

た
。

　
総
勢
二
五
九
名
の
方
に
ご
応
募
い

た
だ
き
、
応
募
さ
れ
た
中
で
も
身
近

な
野
菜
な
ど
地
場
産
物
を
使
っ
た
献

立
や
、
味
付
け
や
野
菜
の
取
り
入
れ

方
に
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
た
も
の
、
実

際
に
給
食
で
取
り
入
れ
た
い
献
立
を

応
募
し
て
く
れ
た
一
一
名
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
！

　
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
献
立
の
中

で
、
実
際
に
調
理
可
能
な
献
立
に
つ

い
て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
に

取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

『あったらいいな♪
　こんな献立コンテスト』
『あったらいいな♪
　こんな献立コンテスト』
『あったらいいな♪
　こんな献立コンテスト』

を実施しました！

神宅小学校　４年　　小　谷　美　月　さん　　たっぷりやさいののりあえ
神宅小学校　５年　　西　口　　　遼　さん　　キャベツのおかかぞえ
神宅小学校　５年　　加　島　右　京　さん　　ベーコンとパプリカのレインボーいため
東光小学校　５年　　手　塚　太　一　さん　　とりだんごのトマトソース煮こみ
上板中学校　２年　　高　橋　颯　太　さん　　ハモそうめん
上板中学校　２年　　加　川　　　司　さん　　野菜たっぷりそぼろ丼
上板中学校　２年　　河　村　太　暉　さん　　かきまぜ
上板中学校　２年　　和　田　花　音　さん　　ぐだくさんふしめんじる
上板中学校　３年　　福　田　真　那　さん　　みたらし団子
上板中学校　３年　　井　川　知　里　さん　　徳島パエリア
上板中学校　３年　　中　本　知　汐　さん　　とりむね肉と根菜炒め

学校名 学年 氏名 レシピ名

優秀賞
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日
、
兵
庫

県
（
神
戸
市
）
に
お
い
て
第
五
〇
回
全
国
保
育

士
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
の
代
表
と
し

て
さ
く
ら
保
育
所
が
実
践
研
究
論
文
「
運
動
遊

び
が
大
好
き
な
子
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
は
、
日
頃
の
保
育
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
身
体
の
使
い
方
の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
と
ら

え
、
運
動
発
達
を
促
進
さ
せ
る
保
育
環
境
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
実
践
研
究
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

さ
く
ら
保
育
所
で
は
今
回
の
研
究
を
子
ど
も

達
の
身
体
・
心
の
育
ち
に
十
分
生
か
し
て
い
き

た
い
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

第
50
回
全
国
保
育
士
会

研
究
大
会
に
参
加
し
て

　

十
二
月
十
二
日
（
月
）
に
さ
く
ら
保
育
所
で

餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
坂
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

二
歳
児
、
三
歳
児
の

子
ど
も
た
ち
が
、

「
や
っ
・
ぽ
ん
・

ぱ
い
」
と
声

を
か
け
な
が

ら
元
気
い
っ

ぱ
い
に
お
餅

を
つ
き
ま
し

た
。 餅

つ

き

大

会

　学校施設環境改善交付金を活用し、神宅小学
校体育館を改修しました。
　工事期間には、近隣住民の方々、学校関係者
及び児童の皆さんには大変ご迷惑をおかけしま
した。

上板町教育委員会

神宅小学校体育館
改修完了のお知らせ

　
さ
　
く
　
ら
　
保
　
育
　
所
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日

か
ら
十
一
月
八
日
ま
で
の
五
日

間
、「
鳥
取
県
と
徳
島
県
と
の

危
機
事
象
発
生
時
相
互
応
援
協

定
」
に
基
づ
き
、
鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
で
、
り
災

証
明
書
発
行
に
か
か
る
住
家
被
害
認
定
調
査
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

私
が
湯
梨
浜
町
へ
到
着
し
た
時
の
状
況
は
、
地
震
発

生
か
ら
二
週
間
が
経
過
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、電
気
・

ガ
ス
・
水
道
は
全
て
復
旧
し
、
避
難
所
は
閉
鎖
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
被
災
し
な
が
ら
も
自
宅
で
生

活
を
続
け
て
い
る
住
民
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

住
家
被
害
認
定
調
査
は
、
申
請
の
あ
っ
た
建
物
の
外

観
、
傾
斜
、
躯
体
、
基
礎
、
壁
、
屋
根
の
損
傷
箇
所
を

調
べ
、
損
害
割
合
を
算
出
し
ま
す
。
応
急
対
策
で
屋
根

を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
っ
て
い
る
場
合
や
、
既
に
修
繕

済
み
で
あ
る
場
合
は
、
住
人

に
損
傷
の
程
度
の
聞
き
取
り

や
、被
災
時
の
記
録
（
写
真
）

で
確
認
し
判
定
を
行
い
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
環
境
で
の
調

査
で
し
た
が
、「
徳
島
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
。」

と
、
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

帰
県
の
際
は
、
湯
梨
浜
町
職
員
が
遅
く
ま
で
災
害
対

応
を
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
の
姿
を
み
て
い
た
だ
け
に
、

何
と
も
言
え
な
い
心
苦
し
さ
が
残
り
ま
し
た
が
、
次
の

支
援
チ
ー
ム
に
引
継
ぎ
し
五
日
間
の
支
援
を
終
え
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
、
地
震
発
生
前

と
同
様
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一

日
に
川
北
義
一
さ
ん（
神
宅
）

が
一
〇
〇
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
県
と
町
か
ら
祝

状
と
祝
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
家
族
が
少
し
早
い
祝
賀
会
を
開
き
、
五
〇
人
も
の

ご
親
族
か
ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿

の
秘
訣
は
好
き
嫌
い
な
く
よ
く
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
訪
問
の
際
に
は
出
征
し
た
当
時
の
貴
重
な
体
験
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
度
は
妻
の
信
子
さ
ん
（
九
十
四
歳
）
の
一
〇
〇
歳

の
お
祝
い
を
お
二
人
で
仲
良
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
お
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 川

　
北
　
義
　
一
　
さ
ん

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
八

日
に
木
下
ハ
ル
コ
さ
ん
（
引

野
）
が
一
〇
〇
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
県
と
町
か

ら
祝
状
と
祝
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

入
所
先
の
吉
野
川
市
の
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い

て
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ
長
女
や
施
設
職
員
ら
か
ら
祝
福

を
受
け
、
何
度
も｢

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う｣

と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
本
当
に
幸
せ
そ
う
で
し
た
。

　

ハ
ル
コ
さ
ん
は
朗
ら
か
な
性
格
で
、
歌
や
踊
り
を
披

露
し
他
の
入
所
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

ハ
ル
コ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
の
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
は
、
八
名
（
女

性
七
名
・
男
性
一
名
）
に
な
り
ま
し
た
。

木
　
下
　
ハ
ル
コ
　
さ
ん

鳥
取
県
被
災
地
支
援

上
板
町
派
遣
職
員
報
告

産
業
課
　

係
長
　
松
田
　
健
志

岡
秀
昭
連
長

徳
島
県
阿
波
踊
り
協
会
所
属

娯
茶
平

山
崎
史
郎
氏

元
内
閣
官
房
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
本
部
地
方
創
生
総
括
官

重
松
大
輔
氏

株
式
会
社
ス
ペ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

中
村
寛
治
氏

株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

とくしま上板熱中小学校事務局（一般社団法人ジャパンブルー上板 内）
〒771－1310　上板町泉谷字原東32番地4　TEL 694－7766　FAX 694－7767　ai@necchu-kamiita.com

お問い
合わせ

　平
成
二
十
九
年
四
月
開
校
の
「
と
く
し
ま
上
板
熱

中
小
学
校
」
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
平
成
二
十
八
年

十
二
月
三
日
（
土
）
上
板
町
技
の
館
に
て
開
催
さ
れ
、

三
〇
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
岡
秀
昭
連
長
率
い
る
娯
茶
平
の
阿
波
踊

り
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
彩
り
、
三
名
の

豪
華
講
師
陣
に
よ
る
熱
い
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
、
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
々
の
講

演
に
参
加
者
の
皆
様
も
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
き
入

り
、
メ
モ
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
六
十
名
の

入
学
申
込
み
が
あ
り
、
開
校
に
向
け
て
ま
す
ま
す
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　次
回
、
第
二
回
目
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
平
成

二
十
九
年
二
月
四
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、

事
前
申
込
の
上
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平成29年４月開校 とくしま上板熱中小学校オープンスクール
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日
に
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
特
別
講
師

とくしま上板熱中小学校オープンスクールとくしま上板熱中小学校オープンスクール
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徳島北年金事務所　TEL 088－655－0200　上板町役場　住民人権課　TEL 694－6809
お問い合わせ先

　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納めることになっています。
　みなさんは、国民年金について考えたことがありますか？「年金なんてまだ関係ない」と思っていませんか？
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家の働き手が亡
くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。
　ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受け取れないこと
もあります。「あの時に・・・」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう！
　加入の手続きは、お近くの市町村役場の国民年金担当者へお尋ねください。
（20歳前に就職して厚生年金等に加入している方は、第2号被保険者となって
いますので、加入手続きは不要です。）
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」や「納付猶予」など保
険料の支払いを猶予する制度がありますので、お住まいの市町村役場で国民年金の加入手続きと併せて申請
してください。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録
や保険料納付状況など、すべてこの番号で管理されます。
　この年金手帳は、年金に関する手続きの際、必要となりますので、大切に保管してください。

20歳がスタート！国民年金
新成人のみなさんおめでとうございます

国庫負担 基礎年金の国庫負担割合については、平成21年４月１日より、それまでの 1/3 から
1/2 へ引き上げられました。

被保険者の
種　　　類 第１号被保険者 第３号被保険者 第２号被保険者

対 象 者 20歳以上60歳未満の自営
業者、農林業者、学生など

第２号被保険者に扶養され
ている配偶者 会社員、公務員など

■国民年金の給付は、3種類の基礎年金があります。

■年金手帳は大切に保管しましょう。

病気やケガで障害の状態に
なった方が受けられます。

夫が亡くなったときに子のある
妻または子が受けられます。　

65歳から生涯受けられます。

老齢基礎年金 障害基礎年金 遺族基礎年金老齢基礎年金 障害基礎年金 遺族基礎年金

国民年金保険料
【定額】16,260円
（平成28年度）

被保険者本人は保険料負担
を要しない。
配偶者の加入している年金
の保険者が負担

厚生年金保険料率
18.182％

（平成28年9月現在）
労使折半で保険料負担

保 険 料

20歳がスタート！国民年金
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空き家・空き地バンク制度空き家・空き地バンク制度空き家・空き地バンク制度
この制度は、空き家・空き地を貸したい方、売りたい方
に空き家・空き地の物件を登録していただき、上板町へ
の移住希望者等に物件情報を提供するものです。

空き家・空き地所有者
空き家・空き地の登録を希望する方

購入・賃貸（移住）希望者
空き家・空き地の利用を希望する方

1空き家・空き地情報の取得
町のホームページや窓口で空き家情報
の提供を行っています。

2町役場企画防災課へ問い合わせ
登録空き家・空き地物件の情報などに
関するご質問をお受けします。

3見学日時の調整及び利用登録
町が物件見学の日程を物件立会人（所
有者若しくは代理人）と調整します。
上板町空き家・空き地バンク利用登録
申込書を町に提出してください。

4物件見学
町役場に来ていただいて、町担当者・
物件立会人とともに物件の見学をして
いただきます。

※町では空き家・空き地
物件の情報や連絡調整を
行いますが、空き家・空
き地のあっせん・交渉・
契約等は行っていませ
ん。所有者と購入・賃貸
（移住）希望者物件に関
する詳細な条件等の交渉
は、当事者間で行ってい
ただきます。

上板町役場
（空き家・空き地バンク）

ぜひご利用
ください！

空き家・空き地
バンク制度って？

空き家・空き地バンクの登録および利用の流れ

1町役場企画防災課へ連絡
制度についてご説明します。物件所在
地や連絡先等をお伺します。

2町役場担当者による物件の確認
担当による物件の確認を行います。登
録可能な物件と判断した場合は次に進
みます。

3物件の登録及び情報の提供
登録可能物件は物件登録申込を行って
いただき、町のホームページや窓口で
空き家・空き地情報を提供します。

4物件見学
購入・賃貸 ( 移住 ) 希望者から物件見
学の希望があった場合、町が物件立会
者と日程調整して、物件の見学を行い
ます。

免許を有する宅地建物
取引業者（仲介）

協
定

5交渉・契約
所有者と購入・賃貸 ( 移住 ) 希望者の当事者間で交渉を行います。契約を結ぶ際には宅建業者
に仲介を依頼する方法をお勧めします。
　※契約には直接型（当事者間で交渉）と間接型（協定締結業者の仲介による交渉）が選べます。

※詳しくは上板町（企画防災課）のホームページをご覧下さい。
空き家・空き地バンクについてのお問い合せ先　　上板町役場　企画防災課　TEL 694－6824▼

この制度は、空き家・空き地を貸したい方、売りたい方
に空き家・空き地の物件を登録していただき、上板町へ
の移住希望者等に物件情報を提供するものです。
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次
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
水
漏
れ
が
わ
か
り
ま
す
。

①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま
し
ょ

う
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を
開
け

て
メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

　
銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形
の
も

の
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
、
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、
宅

内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

パイロット

　
漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、
個
人

負
担
で
お
近
く
の
水
道
工
事
店
等
に
依

頼
し
て
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
漏
水
の
見
つ
け
方

宅
内
漏
水
に

凍
結
防
止
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

保温材でする方法

毛布でする方法

タオルでおおって
ビニール袋を
かぶせる

さらにダンボールケ
ースなどをつくり、
スッポリとかぶせる
と効果があります。

熱湯は
ダメ！！

毛布

保温材（保温カバー）

ひも

ビニールテープ

ビニールテープ

保温材

ビニール
テープ

■お問い合わせ先■　上板町役場　水道課　TEL 6 9 4 － 6 8 1 7

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

   

こ
れ
か
ら
は
、寒
さ
が
一
層
厳
し
く
な
り
、

給
水
栓
及
び
立
ち
上
が
り
管
は
、
凍
結
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　 

凍
結
管
に
熱
湯
を
か
け
て
溶
か
そ
う
と

す
る
と
、
水
道
管
が
急
激
な
温
度
変
化
に
よ

り
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
夜
間

の
内
に
防
寒
布
等
で
保
護
し
、
水
道
事
故
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ミツバチは業を営む方だけでなく趣味で飼育する場合でも飼育届の提出が必要です。
飼育者は毎年１月中に役場産業課へ飼育届を提出してください。

※花粉交配期間のみ飼育する場合は届出不要です。
※設置する場所が他人の所有地である場合は、土地使用承諾書の提出が必要です。

お問い合わせ

上板町役場　産業課
TEL 694－6806

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
場
合

日本
ミツバチ

西洋
ミツバチ
西洋
ミツバチ

日本
ミツバチ

蜂の種類 飼い方

巣箱を移動させる（転飼）

巣箱を移動させない（定飼） 飼育届

日本
ミツバチ

提出書類

飼育届
転飼許可申請書
土地使用承諾書
　　　附近の詳細な見取り図

飼育届
土地使用承諾書
　　　附近の詳細な見取り図

ミツバチを飼育する場合は飼育届が必要です。
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平成27年度ごみ種類別搬入量

平成27年度ごみ処理状況

　平成27年度は、中央広域環境センターへ30,325トンのごみが搬入されました。この内訳は、可燃ご
みが29,901トン、小型複合ごみが250トン、大型複合（粗大）ごみが174トンとなっており、前年度と
比べて214トン増えています。（下記参照）

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合（
中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
）か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合（
中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
）か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合（
中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
）か
ら
の
お
知
ら
せ

● 環境調査 ●
　当環境センターでは、環境保全のために
国の環境基準より厳しい基準を設けて運転
をしています。
　そのために周辺の環境調査も行い、調査
結果は、公害防止審査委員会で審議され、
周辺住民の方に公表しております。また、
組合のホームページでも公開しております。
　調査内容は、大気（年4回）、水質・臭気（年
2回）、土壌・騒音・振動（年１回）の各項目と、
当環境センターからの排出ガス（年4回）
であります。

27年度副産物搬出量
溶融スラグ
工業塩
濃縮塩水
金属水酸化物
硫黄

1,401t
462t
444t
365t
26t

屑スラグ
金属塊

221t
20t

その他処理

ガスエンジン発電機
　　7,140千Kwh
　　約32％を賄う

ガス焚きボイラー

蒸気
（熱）

電　気
15,192千Kwh

液化天然ガス
1,723t

精製
ガス

中央広域環境センター

平成27年度には、
30,325トンのごみが
搬入されました

平成27年度
ごみ処理
実 績 量

LNG

G GE

31,780千Nm３

　当環境センターは、ごみを有効な資源とエネルギーに活用することを目的に運営しています。平成27
年度には、溶融スラグ（1,401t）、工業塩（462t）、濃縮塩水（444t）、金属水酸化物（365t）、硫黄（26t）、
精製ガス（31,780千Ｎ㎥）を副産物として回収し、リサイクルしました。
　精製ガスについては、ボイラーと発電機の燃料ガスとして利用し、発生した蒸気は、施設内の塩製造
設備等で利用しています。ガスエンジン発電機の発電量は7,140千kwhで、昨年度は当環境センターの
使用電力の約32％を賄いました。

中央広域環境施設組合（中央広域環境センター）
TEL 088－637－7127　FAX 088－637－7128　URL http://www.ck-kankyou.org/

平成27年度ごみ種類別搬入量

平成27年度ごみ処理状況

副産物の種類 活用されるもの

建設資材
塩ビ製品・融雪剤
非鉄金属原料
施設内設備のガス
エンジン発電機の
燃料
化学薬品

溶融スラグ
工 業 塩
金属水酸化物

精 製 ガ ス

濃 縮 塩 水

【単位：トン】

8,166
132
64

8,362

6,910
57
94

7,061

3,285
46
12

3,343

2,172
15
4

2,191

吉野川市搬入者
ごみ種別 阿波市 板野町 上板町

9,368
─　
─　
9,368

29,901
250
174

30,325

許可業者 搬入量計

可 燃 ご み
小 型 複 合 ご み
大型複合（粗大）ごみ
搬入者別搬入量計

▲水質調査状況

▼臭気調査状況
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平成28年度『ごみに関する標語』募集結果

「ごみひろい みんなでのこそう すてきな未来」

「捨てるのは　あなたのポイ捨て　する心」

「第一に　ごみをへらそう　家庭から」

「ゴミだって　生まれかわれば　たから物」

山瀬小学校　４年生　松　村　愛　希

久勝小学校　４年生　武　市　　　梓

板野東小学校　４年生　橋　本　結　衣

東光小学校　４年生　中　野　苺　梨

■受付期間：平成29年2月1日（水）
　　　　　　～平成29年3月31日（金）必着

■有効期間：平成29年4月1日から
　　　　　　１年間（平成29年度）

■提出場所：中央広域環境施設組合（郵送可）

■種　　類：建設工事、測量・建設コンサル
タント関係、運輸関係（一般貨
物運送業許可業者）、物品の製
造・買い入れ・売り払い、役務
の提供関係

○提出先　　
　〒771-1402
　阿波市吉野町西条字藤原70-1
　中央広域環境施設組合　

【お問い合わせ】
　中央広域環境施設組合　業務課
　TEL 088－637－7127
　FAX 088－637－7128

※申請書類等はホームページからダウンロー
ドしてください。
　URL  http://www.ck-kankyou.org/

■職　　種：一般事務補助
■勤 務 先：中央広域環境施設組合　中央広域環境センター
■資格要件：文書作成・表計算ソフト使用可の者
■勤務時間：午前8時30分～午後5時15分
■賃 金 等：日額6,200円
■募集人員：１名
■年齢要件：なし
■応募方法：期限厳守のうえ、市販の履歴書に必要事項

（写真必要）を記入し、募集先まで提出し
てください。

　　　　　　※郵送提出不可
■応募期間：平成29年1月12日（木）～1月23日（月）
■試験日時：平成29年2月10日（金）
　　　　　　受付：午前8時30分
　　　　　　試験：午前9時00分
■試験会場：中央広域環境施設組合　中央広域環境センター

【募集・お問い合わせ先】
　〒771-1402　阿波市吉野町西条字藤原70-1
　中央広域環境施設組合　総務課　
　TEL 088－637－7127　FAX 088－637－7128

指名願いの受付 臨時職員の募集

　当組合では、毎年度、ごみに関する
学習の一環として、吉野川市、阿波市、
板野町、上板町の組合管内の小学校４
年生の皆さんから「ごみに関する標語」
の募集をしております。今年度は、山
瀬小学校、久勝小学校、板野東小学校、
東光小学校にお願いし、142名の児童
の皆さんから応募があり、厳正な審査
の結果、各校から１名の優秀賞を選定
させていただきました。なお、応募作
品は当組合「中央広域環境センター」
１階ホールに掲示しています。

平成28年度『ごみに関する標語』募集結果

優秀賞
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六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
う
け
て
い
る
方
や
そ
の
扶

養
者
に
、
確
定
申
告
・
住
民
税
の
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を

受
け
ら
れ
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
適
用
を
う
け
ら
れ
る
の
は
、
要
介
護
認
定
者

本
人
ま
た
は
、
要
介
護
認
定
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
で
す
。

1 　

認
定
及
び
交
付
対
象
者

①　

障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日

現
在
、
六
十
五
歳
以
上
で
上
板
町
の
要
介
護
認
定
を
う
け
て

い
る
方

　
（
要
支
援
１
、２
の
か
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

②　

要
介
護
認
定
審
査
時
の
「
主
治
医
意
見
書
」
ま
た
は
「
認

定
調
査
票
」
の
「
認
知
症
・
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
」
欄
に
一
定
以
上
の
記
載
が
あ
る
こ
と

　
（
要
介
護
１
以
上
で
あ
っ
て
も
交
付
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

2 　

認
定
書
申
請
手
続
き

　

本
人
ま
た
は
親
族
が
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
」

を
福
祉
保
健
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
（
申
請
書
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。）

3 　

申
請
手
続
に
必
要
な
物

①　

申
請
者
の
印
鑑　

②　

対
象
者
の
印
鑑
（
申
請
者
と
対
象
者
が
違
う
場
合
）

③　

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

④　

親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

4 　

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

①　

す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
等

を
お
持
ち
の
方

　
（
手
帳
で
障
害
者
控
除
を
う
け
ら
れ
ま
す
）

②　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税
・
住
民
税
の
い
ず
れ
も
非

課
税
の
場
合

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課　

TEL　
六
九
四

−

六
八
一
〇

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

お
知
ら
せ

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
等
に
対
し
て
、

町
が
委
託
し
た
事
業
者
が
夕
食
を
自
宅
ま
で
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
利
用
対
象
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者

②　

世
帯
の
構
成
員
全
員
が
お
お
む
ね
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯

　

※
①
、
②
に
つ
い
て
、
同
一
敷
地
内
で
親
族
等

が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
世
帯
等
で
町
長
が
必

要
と
認
め
た
方

④　

一
人
暮
ら
し
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
で
身

体
障
が
い
者
手
帳
を
有
し
て
い
る
方

⑤　

そ
の
他
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
で

適
当
と
認
め
ら
れ
た
方

　【
利
用
者
の
費
用
負
担
】

　

一
回　

四
〇
〇
円

【
利
用
回
数
】

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
週
六
回
以
内

　
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

【
手
続
方
法
】

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
自
宅

を
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
行
い
、
申
請
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

TEL　
六
九
四

−

六
八
一
〇

　

上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

TEL　
六
九
四

−

五
五
九
七

　
　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
：
ナ
ス
バ
）
に
お
い
て
、
自

動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
介
護
施
設
の
運
営
や
介
護
料
の

支
給
、
交
通
遺
児
等
の
方
へ
の
生
活
資
金
の

貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

①　
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・
脊
髄
ま
た

は
胸
腹
部
臓
器
に
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
っ

た
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方
に
、
障
害
の
程
度
に
応
じ

て
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

②　
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付
け

　
　

と
友
の
会
の
運
営

　

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺

症
を
負
っ
た
り
さ
れ
た
ご
家
庭
の
お
子
様
に

対
し
て
、
中
学
卒
業
ま
で
無
利
子
で
生
活
資

金
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

「
交
通
遺
児
友
の
会
」
を
運
営
し
、
交
流
会

や
情
報
の
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

③　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
療
養
施
設
（
病
院
）
の

　
　

運
営

　

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の
意
識
障
害
の

方
（
蔓
延
性
意
識
障
害
者
）
の
治
療
・
看
病

に
特
化
し
た
病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

徳
島
支
所

　

〒
七
七
〇

−

〇
〇
〇
三

　

徳
島
市
北
田
宮
二
丁
目
一
四
番
五
〇
号

　
（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
二
階
）

　

TEL　
〇
八
八

−

六
三
一

−

七
七
九
九

「交通遺児等育成資金貸付」及び
「重度後遺障害者介護料支給」制度について

「障害者控除対象者認定書」の交付について
65歳以上の介護保険要介護認定者の方へ

制
度
の
概
要
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　平成28年12月1日民生委員･児童委員の委嘱状伝達式が上板町中央公民館で執り行われ、
今期の民生委員・児童委員 29 名に委嘱状が伝達されました。
　民生委員・児童委員は、民生委員法・児童福祉法に基づき厚生労働大臣からの委嘱を受け、
地域の中で福祉全般にわたる相談や支援を行っているボランティアです。日常生活の中で
困ったことや心配ごと、相談したいことがある時に、お住まいの地域の民生委員・児童委員
に相談すると、助言や、関係する行政機関等へ繋ぎます。民生委員・児童委員には守秘義務
がありますので安心してご相談ください。	

氏　　名 電話番号 担　　当　　地　　区
西　木　榮　子 694− 4483 大東、原東、滝ノ宮、西分団地
三　木　ヨシ子 694− 6180 原西（１）、原西（２）、原西（３）、フルーツタウン神宅、殿宮
日　下　　　隆 694− 3301 大山町、大山畑、神宮寺（１）、神宮寺（２）、川原田団地
若　尾　啓　子 694− 5273 小柿、小柿北、西金屋、西原団地
藪　内　恭　子 694− 4835 中北、大南（１）、大南（２）、大南（３）、学園橋
礒　田　修　次 694− 5738 神宅団地
高　田　邦　子 694− 4309 小路、西高原、中筋、中筋第２、日吉、地家、君ﾉ木、古北村
安　藝　文　哉 694− 2948 神明、東光、馬道南、馬道、辻、大北村、東光団地
切　原　葉　子 694− 4062 川西（１）、川西（２）、横関団地、青木団地
上　原　千代子 090-6282-5886 川東（１）、川東（２）、八坂団地

樋　口　俊　博 694− 3385 椎本西、椎本中、椎本東、椎本南、椎本北、椎本野神、椎本野神南、椎本団地、
椎本坂東、椎本 501、サンパーク

竹　内　和　代 694− 3562 北高瀬、古町、瀬部、元原

津　川　　　旭 694− 3831 柚木南東、柚木南西、柚木団地、柚木石橋、柚木東団地、仁界、中須賀、
鍛冶屋原南団地、天王、石橋ノ上、神宅

多　田　順　一 694− 2904 柚木北東、柚木北西
大　野　治　惠 694− 2344 栗ノ木南、栗ノ木北東、栗ノ木北西
七　條　郁　雄 694− 5032 中東（１）、中東（２）、セリエタウン
西　條　　　力 694− 4654 中西東、中西西、桃の里
福　永　厚　子 694− 2363 東原西、天神前、青谷、引野前坂口
影　山　充　央 694− 2633 東原東、桜ヶ丘、引野サンタウン、出口
板　東　文　雄 637− 6221 門田、三条、熊ノ庄
吉　田　正　一 694− 4598 山田、山田南、原、北
岸　本　守　義 694− 4801 南瀬部、北瀬部、鳥屋、瀬部サンタウン、樫山
稲　井　正　巳 694− 3076 西井内北、西井内南、中井内、東井内、東井内（２）
礎　　　良　博 694− 5730 古田南、古田北、新田北、新東、新田中、新田中第２、新田西、新田東、新田東（２）
加　川　速　水 694− 3316 高磯、高磯東、高磯南西、上六條
早　渕　しのぶ 694− 3517 下六條西、下六條中、下六條東
佐　野　利　昭 694− 2739 佐藤塚西、佐藤塚西（２）、佐藤塚南、佐藤塚東中、佐藤塚東中新、第十新田、第十団地

　民生委員・児童委員のうち、つぎの 2名が主任児童委員として
活動しております。
　主任児童委員は、担当地区をもたず、区域担当の民生委員・児
童委員と連携しながら子育ての支援や児童健全育成活動などに取
り組んでいます。

氏　　名 電話番号 担当地区
板　東　孝　子 694− 6535 全町

上　原　明　子 694− 3356 全町

大南（１）　　安藝　博文（在職 6年）
学　園　橋　　木野　一男（在職 6年）
西　高　原　　三宅あけみ（在職 6年）

このたび民生委員 ･児童委員を退任され、感謝状を受賞した皆様を紹介します。

●厚生労働大臣感謝状受賞者
川東（２）　　切原　義信（在職 6年）
椎　本　東　　中尾　裕美（在職 6年）
柚木北東　　多田　　勲（在職 6年）

三　　条　　北池佐代子（在職 6年 9ヶ月）
北　　　　　髙田富士子（在職 6年）
高　　磯　　濱　　純子（在職 6年）

民生委員制度創設100周年
シンボルマーク

新 し い 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 を 紹 介 し ま す新 し い 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 を 紹 介 し ま す
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2　ノロウィルスによる食中毒の予防について

● お問い合わせ先 ●　　上板町役場　福祉保健課　TEL６９４−６８１０

保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

●予防接種を受けましょう。
●流行が心配される期間は、なるべく人混みを避けましょう。
●外出した後はこまめに手を洗いましょう。
●咳・くしゃみ等の症状があるときは、他の人にうつさないためにきちんとマスクを着用して下さい。
　とっさに出そうなときは、顔をそらしてティッシュ等で口と鼻をおおいます。
●空気の乾燥でウイルスに感染しやすくなるので、50〜 60％の湿度を保ちましょう。
●十分な休養とバランスの良い栄養をとり、健康管理をしましょう。
●インフルエンザにかかったかなと思ったら、マスクを着用して医療機関を受診して下さい。
●インフルエンザが治っても、熱が下がってから２日程度は、ウイルスが残っていますので、周りに広げないため
に出来るだけ外出は避けましょう。

　インフルエンザは、例年春先まで流行が心配されますので、感染予防に努めて下さい。

1　インフルエンザ予防について

■どうやって感染するの？
　ノロウイルスの感染経路は大きく分けて 2つあります。
　①食品からの感染（食中毒）
　　・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝などを食べた場合
　　・感染した人が調理をして食品を汚染し、その食品を食べた場合
　②ヒトからの感染（感染症）
　　・感染している人のふん便やおう吐物から感染した場合
　　・家庭や施設内等で飛まつ等により感染した場合

■ノロウイルスに感染するとどんな症状がでるの？
　潜伏期間（感染から発症までの期間）は 24〜 48 時間で、主症状は吐き気、おう吐、下痢、腹痛であり、発熱は
軽度（37〜 38℃）です。通常、これらの症状が 1〜 2日続いた後、治癒し、後遺症もありません。しかし、症状
がなくなっても、ふん便中には 2〜 4週間ほどウイルスが排出されるので注意が必要です。
　また、感染しても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合もあります。
　一方、子どもやお年寄りなどは重症化したり、吐物を誤って気道に詰まらせて死亡することがあります。

■発症した場合の治療法は？
　ノロウイルスについてはワクチンがなく、対症療法に限られます。特に、体力の弱い乳幼児や高齢者は、脱水症
状を起こしたり体力を消耗したりしないように、水分と栄養の補給を充分に行いましょう。脱水症状がひどい場合
は医療機関で輸液を行うなどの治療が必要となります。
　また、下痢止め薬は病気の回復を遅らせることがあるので使用しないことが望ましいです。

■どうやって予防するの？
　①食品からの感染を防ぐために
　　・カキ等の二枚貝は、中心部までしっかり火を通して（中心温度が85℃〜 90℃で 90秒以上の加熱）食べましょう。
　　・二枚貝の調理に使った食器類の洗浄消毒を徹底しましょう。
　　・手洗いを徹底しましょう。特に調理する人はしっかりと手を洗いましょう。
　②人からの感染を防ぐために
　　・感染者のおう吐物やふん便は正しく処理を行い、感染の広がりを防ぎましょう。マスクや手袋等を着用し、
処理後は手洗いを忘れないようにしましょう。

　　・ノロウイルスには塩素消毒が有効です。

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、1年を通して発生していますが、特に冬季に多く、例年 11月ごろ
から増加し、12月をピークとして、3月まで多く発生しています。
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１月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 − 1234　　全日対応ですが、要確認
稲次整形外科病院　　692 − 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 − 1171　　対応日は確認して下さい

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

月／日 時　　間 場　　所 内　　容 担　　当
1／10 10：00 〜 11：30 農村環境改善センター 個別健康相談 保健師
2／7 10：00 〜 11：30 農村環境改善センター 個別健康相談・健康教育 保健師・理学療法士

Ⅲ　乳幼児健康診査
　１． 股関節脱臼検診・ブックスタート
月／日 受付時間 場　　所 内　　容 該 当 者

1／25 10：30 〜 11：00 農村環境改善センター 股関節脱臼検診・ブックスタート 平成28年8月20日〜
平成28年11月25日生

　２． のびのび子育て教室
月／日 受付時間 場　　所 内　　容 該 当 者

1／27 9：30 〜 9：40 農村環境改善センター 離乳食教室、赤ちゃんの成長発達・
事故予防・予防接種について

平成28年8月20日〜
平成28年11月25日生

Ⅱ　頸部超音波検査
月／日 時　　間 受付場所 内　　容 該 当 者

1／19 13：00 〜 16：00 農村環境改善センター 頸部超音波検査（エコー検査）
金額：3,240 円

20歳以上の住民の方
募集人数　36名

平成29年 1・2月分
〈1/1～2/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

１
月

1 ㈰ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
2 ㈪ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
3 ㈫ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
4 ㈬ 内科クリニック・オクムラ 692 − 4771
5 ㈭ 井 内 内 科 694 − 5353
6 ㈮ き は ら 耳 鼻 咽 喉 科 693 − 0087
7 ㈯ 山 根 眼 科 692 − 8171
8 ㈰ 井 上 医 院 699 − 8070
9 ㈪ 春 藤 内 科 胃 腸 科 699 − 3777
10 ㈫ 近 藤 外 科 内 科 693 − 1188
11 ㈬ こやま小児科内科クリニック 637 − 3211
12 ㈭ 大 久 保 内 科 692 − 1220
13 ㈮ 杉みね整形クリニック 693 − 1021
14 ㈯ 板 東 整 形 外 科 692 − 5151
15 ㈰ 谷口耳鼻咽喉科クリニック 699 − 2787
16 ㈪ 増 田 ク リ ニ ッ ク 693 − 3020
17 ㈫ 小 松 泌 尿 器 科 692 − 1277
18 ㈬ 竹 本 内 科 672 − 0174
19 ㈭ 井 上 病 院 672 − 1185
20 ㈮ 三 愛 内 科 672 − 0176
21 ㈯ 西 條 耳 鼻 咽 喉 科 692 − 8711

■ 担当時間 ■　平日 18：00〜 22：30　　休日 9：00〜 22：30
１
月
22 ㈰ 井 内 内 科 694 − 5353
23 ㈪ 福 島 内 科 672 − 4970
24 ㈫ 新 野 医 院 672 − 0571
25 ㈬ 近 藤 内 科 医 院 672 − 5630
26 ㈭ ファミリークリニックしんの 672 − 5148
27 ㈮ み や ざ き 内 科 診 療 所 672 − 6618
28 ㈯ 富 本 小 児 科 内 科 692 − 7228
29 ㈰ 野　 田　（ 泰 ）　 医　 院 694 − 2009
30 ㈪ 井 内 内 科 694 − 5353
31 ㈫ 野　 田　（ 泰 ）　 医　 院 694 − 2009

２
月

1 ㈬ 野　 田　（ 五 ）　 医　 院 694 − 2008
2 ㈭ 友 成 医 院 694 − 5515
3 ㈮ 井 関 ク リ ニ ッ ク 637 − 6066
4 ㈯ 中 山 産 婦 人 科 692 − 0333
5 ㈰ 三 木 ク リ ニ ッ ク 698 − 5157
6 ㈪ 上板整形外科クリニック 637 − 6600
7 ㈫ 川 原 眼 科 694 − 8388
8 ㈬ 浦 田 病 院 699 − 2921
9 ㈭ 芳 川 病 院 699 − 5355
10 ㈮ 内科クリニック・オクムラ 692 − 4771
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11月
平成28年

お
誕
生

お
め
で
と
う

板
坂
　雅
史
・
裕
美
子

男
の
子
　塁
（
る
い
）

引
　野

日
下
　裕
介
・
真
由
美

女
の
子
　凛
花
（
り
ん
か
）

神
　宅

佐
藤
　貴
浩
・
久
美
子

女
の
子
　結
菜
（
ゆ
い
な
）

引
　野

藤
髙
　卓
也
・
彩
香

男
の
子
　颯
太
（
そ
う
た
）

引
　野

　
『「
人
権
尊
重
」
と
「
平
和
の
町
」
か
み
い
た
を
め
ざ
し

て
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
人
権
週
間
の
恒
例
行
事
、
上
板

町
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
全
幼
稚
園
の
園
児
、
全
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る

人
権
作
品
の
展
示
や
、
上
板
中

学
校
の
三
年
生
と
一
年
生
に
よ

る
人
権
意
見
作
文
の
発
表
、
神

宅
小
学
校
一
年
生
児
童
に
よ
る

人
権
劇
、
町
内
小
学
校
六
年
生

児
童
と
あ
じ
さ
い
コ
ー
ラ
ス
の

合
唱
が
あ
り
、
日
頃
の
学
校
教

育
で
の
人
権
学
習
の
成
果
が
見

事
に
披
露
さ
れ
、
参
加
者
に
大

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
上
板
町
中
央
公
民
館
手
話
講
座
」
の
皆
さ
ま

の
手
話
と
「
徳
島
県
筆
記
通
訳
者
協
会
上
板
支
部
あ
い
」

の
皆
さ
ま
の
要
約
筆
記
に
よ
る
通
訳
を
行
い
、
参
加
者
の

皆
さ
ま
か
ら
高
く
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
徳
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

課

長　

村
上
正
司
さ
ん
を
お
招
き
し
、『
最
近
の
人
権
問
題

と
人
権
擁
護
委
員
の
役
割
』
の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
、

現
代
社
会
の
人
権
侵
害
の
実
態
や
人
権
擁
護
委
員
の
活
動

内
容
の
紹
介
な
ど
も
語
ら
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
五
〇
〇
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
関
係
者
並
び
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　

ＴＥＬ 

〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

月
カ
レ
ン
ダ
ー

1

開
館
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

●
十
一
月
は
、
延
べ
三
九
九
人
に

　

一
、八
八
四
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館
は
、
上
板
町
民
の

方
も
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ の日は休館日です。
※休館日等は変更される可能性
　もあります

上板町リサイクルセンター（役場西隣）※引取りには、大型ごみ１品につき「大型ごみシール」が１枚必要です。 引取り場所

2月8日（水）午前9時～午後4時次回の大型ごみ引取り日時

上板町人権フェスティバル開催される
2016年度12月4日

（日）


